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～今月の表紙～

明日へ。復興・きずなイルミ
ネーションが今年もはじまり
ました。点灯式では、観月台
文化センターにキャンドルで
描かれたくにみももたんが登
場しました。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　町内の神社仏閣の参道の一隅にたくさんの石塔や石仏が見ることができます。その中でも庚
こうしんとう

申塔を多く目にします。
庚
こうしんこう

申講の習慣は江戸時代から盛んになりました。十
じっかんじゅうにし

干十二支の組み合わせによる庚
かえのさる

申の日（60 日に 1回）の夜、人間
の体内にいる三

さんしちゅう

尸虫という虫が、寝ている間に天に上り、神様にその人の悪事を報告します。それを避ける為に、その
晩は寝ないで庚申様を祀り、集落の懇親会や宴会をする風習となりました。そして、庚申講を 3年に 18 回続けた記念
に庚申塔を建てたとされています。また、庚申様を信仰すれば蚕があたるということで養蚕の神として信仰されていま
した。
　明治政府により迷信とされ廃れましたが、現代のような娯楽のない中、庚申信仰というかたちで、厳しい農作業の合
間にささやかな楽しみを求めていたことがうかがい知れます。

仲興寺にある百
ひゃくこうしんづか

庚申塚（所在地：大字川内柳原地内）
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明
日
へ
。
復
興
・
き
ず
な
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
今
年
も
始

ま
り
、
11
月
23
日
、
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
で
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

点
灯
式
で
は
佐
藤
正
春
実
行

委
員
長
、
太
田
久
雄
町
長
、
東

海
林
一
樹
町
議
会
議
長
、
キ
ャ

ン
ド
ル
の
下
絵
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
県
北
中
学
校
美
術
部
の
み
な

さ
ん
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
を

披
露
し
た
福
島
出
身
の
Ｓ
ｈ
ｉ

ｍ
ｖ
ａ
さ
ん
が
点
灯
ス
イ
ッ
チ

を
押
す
と
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
に
施
さ
れ
た
電
飾
に
明
か

明日へ。復興・きずな

夢をつなぐ

り
が
と
も
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
同
会
場
で
キ
ャ
ン

ド
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
も
行
わ
れ
、

約
4
千
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
で
描

か
れ
た
「
く
に
み
も
も
た
ん
」

が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
1
月

5
日
ま
で
、
町
公
共
施
設
な
ど

町
内
各
地
で
点
灯
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
12
月
23
日
に
は
あ
つ
か

し
山
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
点
灯
式
に

併
せ
て
、
上
野
台
運
動
公
園
で

キ
ャ
ン
ド
ル
パ
テ
ィ
ー
も
行
わ

れ
ま
す
。
温
か
い
光
に
包
ま
れ

た
美
し
い
冬
の
風
物
詩
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
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